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ガイドライン策定に向けた論点整理（１）

分
類

番
号

論点

方
向
判
断

意
見
聴
取

議
論
時
期

基
本
的
な
方
向
性

1
今後用いる用語として、「地域医療連携ネットワーク」を「地域医療介
護連携ネットワーク」に変更するべきか。

○

準
備
会
（今
回
）

2
神奈川県における地域医療連携ネットワーク構築の基本的な方向
性は、資料４の記載のとおりでよいか。

○

3 ガイドラインの基本的な構成は資料５の骨子案のとおりでよいか。 ○

4
地域協議会の設立単位（地域医療連携ネットワークの構築単位）は、
横浜市内では７地域、横浜市以外では各二次医療圏単位でよいか。

○

5
介護関係事業者にとって、どのような医療情報・介護情報を共有した
いか。また、介護関係事業者が可能な限り多く参加してもらうために
は、どのような項目をガイドラインに設ければよいか。

○

方向判断＝事務局から方向性を提示した上で、検討会議でご議論の上、検討会議として方向を示すもの
意見聴取＝ガイドライン案等について、各構成員から参考意見を求めるもの

この論点整理表は、神奈川県地域医療連携ネットワーク構築検討会議設置準備会において事務局が提出したものであり、
今後変動がありうる。
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分
類

番
号

論点

方
向
判
断

意
見
聴
取

議
論
時
期

計
画
・
構
築

6 地域協議会で協議・決定するべき事項 ○

第
１
回
（次
回
）

7
在宅における医療情報、介護情報を「地域で共有する医療情報の
範囲」に基本的に含めるもの（必要事項）として整理するべきか。

○

8 導入しようとするシステム銘柄の技術要件 ○

9 システム銘柄の選定方法は、プロポーザルとしてよいか。 ○

10
新規加入を希望する参加機関を受け入れることとした場合におい
て、当該参加希望機関のシステム改修費を県の補助対象とするべ
きかどうか。

○

運
用

11 本人同意の取得方法 ○
第
２
回

（予
定
）

12
参加機関別・職種別情報閲覧制限、未受診医療機関等の情報閲
覧制限

○

方向判断＝事務局から方向性を提示した上で、検討会議でご議論の上、検討会議として方向を示すもの
意見聴取＝ガイドライン案等について、各構成員から参考意見を求めるもの

この論点整理表は、神奈川県地域医療連携ネットワーク構築検討会議設置準備会において事務局が提出したものであり、
今後変動がありうる。

ガイドライン策定に向けた論点整理（２）
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分
類

番
号

論点

方
向
判
断

意
見
聴
取

議
論
時
期

運
用

13 名寄せ方法 ○

第
２
回
（予
定
）

14 参加機関における安全管理体制のあり方 ○

更
新

15 ネットワークの更新時の留意点 ○

そ
の
他

16
県の補助事業により地域医療連携ネットワークを構築する際の留意
点

○

17 その他 ○
各
回

方向判断＝事務局から方向性を提示した上で、検討会議でご議論の上、検討会議として方向を示すもの
意見聴取＝ガイドライン案等について、各構成員から参考意見を求めるもの

この論点整理表は、神奈川県地域医療連携ネットワーク構築検討会議設置準備会において事務局が提出したものであり、
今後変動がありうる。

ガイドライン策定に向けた論点整理（３）


